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第 32 号 
発 行：コミュニティ推進課ボランティア・地域活動支援室 

発行日：平成 25年 5 月 

～市民清掃の日（５月２６日、６月９日）ご協力をお願いします～ 

実施日及び実施町内会／ 

 ▼５月２６日（日）＜雨天の場合は６月１６日（日）＞ 

  畑中、マーテルヒルズ、エクレール武蔵野ヒルズ、馬場（一丁目、二丁目、三丁目、四丁目）、 

県営馬場団地、新栄、栄（三丁目、四丁目、五丁目）、新座住宅自治会、池田、片山、道場、

栗原（一丁目、二丁目、三丁目、四丁目、五丁目、六丁目）、野寺、堀ノ内、石神、北原、新堀

（一丁目、二丁目、三丁目）、西堀、本多 

 ▼６月９日（日）＜雨天の場合６月２３日（日）＞ 

  菅沢、あたご三丁目、中原、野火止住宅、西分、野火止（一丁目、四丁目上、上五、上六、

上、中、下）、武蔵野北スカイハイツ、野火止南団地、中野、大和田（一・二丁目、三・四丁目、

五丁目）、新座（一丁目、二丁目）、新座リバーサイド、新座団地、新座住宅町内会、東北（一

丁目、二丁目）、北野（一・二丁目、三丁目）、東（一丁目、二丁目、三丁目） 

※実施日時については、各町内会の都合により、変更する場合があります。 

問合せ／環境対策課内新座市民清掃の日推進協議会事務局（内線１３４４、１３４５） 

 

～公益財団法人大同生命厚生事業団シニアボランティア活動助成のご案内～ 

シニア（年齢６０歳以上）のボランティア活動を支援することにより、シニアのボランティア活動の

振興と社会福祉の向上に寄与することを目的とする。 

応募資格／ 社会福祉の推進に役立つボランティア活動を行っているか、または行おうとするシニ

ア（年齢６０歳以上）の個人もしくはそのグループ（グループの場合、シニアがグループ

全体の８０％以上であることを要する）。また、過去５年以内に当財団の助成を受けた

人（グループ）は除く。 

対象団体／?  高齢者福祉に関するボランティア活動 

        ?  障害者福祉に関するボランティア活動 

        ?  こども（高校生まで）の健全な心を育てる交流ボランティア活動で、内容が先駆

性、継続性、発展性があり、効果が予測できるもの。 

         （※ただし、少年野球・サッカーなどのスポーツ活動や通常のこども会活動は除く。） 

助成金額／１件当たり原則１０万円助成。内容が優れている場合、上限２０万円助成。  

申込受付期間／平成２５年５月３１日（金）必着  

申込み・問合わせ／ 申請書に必要事項を記入の上、公益財団法人 大同生命厚生事業団 

事務局宛に郵送。詳細はホームページをご覧ください。申請書はホームペー

ジからダウンロードできます。（http://www.daido-life-welfare.or.jp) 

            TEL：（０６）６４４７－７１０１ 

～新座市市民公益活動補償制度―安心してボランティアや市民活動を行うために～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～市民ボランティア活動体験レポート～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～登録は新座市役所コミュニティ推進課ボランティア・地域活動支援室で～ 
 新座市市民公益活動補償制度は、ボランティアをはじめ市民活動を行っている方々に代わって市

が保険料を負担することで市民活動中の事故を救済し、市民の皆さんが安心して活動に参加できる

よう補償する制度です。（市民の皆さんが、保険料を支払う必要はありません。）   

登録方法／コミュニティ推進課ボランティア・地域活動支援室にある登録申請書に必要書類を添付

して提出してください。（申請書は、市ホームページ（http:/www.city.niiza.lg.jp/)からもダウンロードで 

きます。） 

詳しくは、コミュニティ推進課ボランティア・地域活動支援室 
０４８－４７７－１５８３（直通）までお問い合わせください。 

今回は、新座市社会福祉協議会の登録ボランティアグループで、創設から３０年以上の歴史を持つ「新座手話

サークル」と、聴覚障がい者で組織し、自らの生活環境の改善や、障害に対する理解・啓発等に努める「新座市

聴覚障害者の会」の活動を取材しました。 

この２つの団体は、互いに支え合い、学び合いながら活動を共にしている団体で、取材した日も、公民館まつ

りに向けて着々 と準備をされていました。ちなみに、この公民館まつりでの収益金は、毎年、県内のろうあ者の

老人ホームなどに寄附をされているとのことです。 

主な活動日は毎週火、木曜日で、主に野火止公民館を会場とし、手話の学習を中心に、相互交流や親睦を深め

る活動をしています。 

このほか、福祉フェスティバルやボランティアまつりなどのイベントに参加するとともに、福祉の里で行われ

ている手話講座の運営協力や、市内の小･中･高校の依頼を受け、手話教室なども行っています。この教室では、

聴覚障害者の会の方々が講師を務め、聴覚障害が外見から判断できない障害のため、ちょっとした近所づきあい

に苦労することや、周りから誤解を招きやすいことを、自身の体験を通じて子どもたちに伝え、少しでも多くの

子どもたちに聴覚障害というものを理解してもらいたいという思いで行われているそうです。 

手話は、話し言葉と同じように、年代や性別、出身地によっても表現に違いがあり、習得するのは大変難しい

そうです。一方で、声に出して伝えられないぶん、感情を表情で伝えるため、とても表現豊かなコミュニケーシ

ョン方法でもあります。 

「手話とは『見る言葉』。奥深くてとても魅力的でおもしろいもの。」とサークル副代表の室井さん。「手話に

興味のある方は気軽に見学に来て欲しい。私たちの活動は聴覚障がい 

者の方をサポートするというより、逆に教わることの方が多い。皆 

さんとの交流できっと自分の視野が広がるはず。」と熱意のこもった 

素敵な笑顔で話して下さいました。 

「新座手話サークル」「新座市聴覚障害者の会」では、資格などは 

特に必要ありません。興味のある方は、コミュニティ推進課まで問合 

せください（０４８-４７７-１５８３）。 

 

～「新座手話サークル」「新座市聴覚障害者の会」を取材しました～  



～地域で働く～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ボランティア依頼・登録～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シルバー人材センターは、高齢者の能力を活かした社会参加を目指し、

活力ある地域社会づくりに貢献しています。 

 市内在住の健康で働く意欲のある、おおむね６０歳以上の方で、シルバー人材センターの趣旨に賛同いただけ

る方なら、どなたでも入会できます。まずはお気軽にご相談ください。 

≪入会説明会≫ 
開催日時 場  所 

５月 ７日(火)  

午前１０時～正午 

 

新座市シルバー人材センター 

（堀ノ内３－４－１１） 

５月１９日（日） 

６月 ３日（月） 

６月１６日（日） 

シルバー人材センター 

対象／６０歳以上の方    

定員／各２０名程度   

※途中入場不可  

問合せ／公益社団法人新座市

シ ル バ ー 人材 セ ン タ ー

（048-481 -4305）へ  

 

タッチパネル式の求人検索機から、埼玉県をはじめ全国の最新求人情報がどなたでも 

簡単に検索・閲覧できます。 

利用時間／月曜日～金曜日・午前９時～午後５時 

場所／新座市役所第二庁舎１階    

問合せ／新座市ふるさとハローワーク ０４８-４７７-１８５９（直通） 

 

新座市ふるさとハローワーク 

 

 

様々な知識や経験、優れた技術や技能を持ち、それらをボ  

ランティア活動を通して地域に還元したいという方（団体）に、指 

導者として登録をいただいています。  

これから学習活動に取り組もうとする方(団体)に対して、お手 

伝いできるボランティアの方（団体）を紹介する制度です。  

① 依頼 ②打診 ③返答 ④紹介 ⑤直接交渉 ⑥報告  

問合せ／生涯学習スポーツ課 ０４８－４２４－９６１６（直通）  

http://www.c-niiza.ed.jp/shougaigakushu/volunteer/index.html 

生涯学習ボランティアバンク 

 

新座市社会福祉協議会では、新座市ボランティアセンターを設置し、ボランティアに関する相談やボランティア団

体への支援などのほか、福祉のこころを伝える福祉教育事業などを推進しています。 

問合せ／新座市社会福祉協議会ボランティアセンター 電話０４８－４８０－５７０５ 
http://www.niizashakyo.or.jp/volunteer/index.html 

社会福祉協議会ボランティアセンター 

ボランティア登録者
（個人・団体）

生涯学習課

依頼者
（個人・団体）

① ②

③④

⑤

⑥

～現在募集中のボランティア情報～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

分野 事業等の名称 担当課 事業（活動）内容 活動時期・場所 

国際 ワンナイトステイ コミュニティ推進課 
（048- 477-1583）

日本語国際センター研修生のホームステイ受入れ（原
則として１泊２日）

適宜実施
各家庭

国際 日本語学習支援員 教育相談センター
（048- 477-7204）

来日して間もない児童生徒に、基本的な日本語会話の
支援

年間通じて活動
市内小・中学校 

防犯 新座市自主防犯パトロール 市民安全課
（048- 477-2502）

各町内会区域内でのパトロール（主に児童・生徒の登
下校時）

通年活動
防犯パトロール実施町内
会区域内ほか

福祉 みどり学園保育補助
 
みどり学園
（048- 478-6957）

保育活動の補助（準備・片付け・歩行介助・おんぶ・抱っ
こ等）

みどり学園

福祉 トワイライトステイ 子ども家庭応援室
（048- 424-9608）

保護者の帰宅が遅い家庭児童の、夕方から夜にかけ
ての預かり、夕食や入浴の提供

適宜実施
協力家庭宅

福祉 新座市ファミリー・サポート・セ
ンター事業

子ども家庭応援室
（048- 424-9608）

保育施設までの子どもの送迎等、仕事と育児の両立の
ために必要な援助活動

適宜実施
協力会員宅

福祉 お父さん応援隊
子ども 家庭応援室
（048-424-9608）

①市民まつり子どもひろばへの参加、②お父さんと一緒
にふれあいウォーク、③お 父さん応援隊写真展の開催 
など 

①10月 ②11月
③1月下旬～2月下旬 
市役所  外

福祉 新座市児童センター応援団 新座市児童センター
（048-479-8822）

児童センターでスタッフとともに、子どもの 育ちや学びを
見守り、支える。
例）子どもと一緒に遊ぶ、赤ちゃんの見守りなど

随時
児童センター

福祉 地域の健康づくりを考える会 保健センター
（048-481-2211）

中学校区毎に参加者がテーマを考え、ウォーキングや
マップ 作りなどの健康づくり活動を実施

1月～2か月に１回
市内等

福祉 デイサービス介助ボランティア 福祉の里
（電048-481-2211）

タオルたたみ、お 茶入れ、ゲームの参加、食事 の準備、
食器洗い、散歩介助、障がい 者福祉センターで実施す
る各種講座補助など 

通年、午前・午後・1日で本
人が希望する時間帯  福
祉の里

環境 にいざ まち美化パートナー
環境対策課
（048-481-6769）

団体ごとに行 う 市内道路の清掃美化活動 概ね各団体月1回活動
市内

環境 彩の国ロードサポート制度
環境対策課
（048-481-6769）

県管理道路の清掃活動及び歩道に設置された植樹帯 
等に 行う植栽等の美化活動

年４回以上
県管理道路

環境 違反簡易広告物除却推進員 環境対策課
（048-481-6769）

推進団体ごとに 提出された除去活動計画書に従い、市
内の違反簡易広告物の除去

適宜実施
市内

生涯学習生涯学習ボランティアバンク
生涯学習スポーツ課

（048-424-9616）
生涯学習ボランティアバンクに登録している個々 の登録
内容で、市民からの依頼に応じて活動

随時活動
市内

教育 ピア・サポーター
教育相談センター
（048-477-7204）

学校・家庭等での不登校児童生徒や集団不適応児童
生徒への支援

適宜実施
小学校
、
中学校
、
適応指

導教室「ふれあいルーム」

障 がい者福祉 課

問合せ：コミュニティ推進課ボランティア・地域活動支援室（新座市役所本庁舎２階） 

TEL：０４８－４７７－１５８３（直通） 

URL:http://www.city.niiza.lg.jp 

 

東北コミュニティセンターにて、日本語を母国語としない人を対象に日本語による日常会話・読解・作文などの

指導をします。また、日本語学習を通して日本文化の理解及び学習者相互の交流を図ります。 

【活 動 日】水曜日（１０時３０分～１２時） 

       日曜日（１８時３０分～２０時） 

【活動場所】東北コミュニティセンター（志木駅南口より徒歩１０分） 

【問 合 せ】０４８－４７１－３３６７（代表者：松本） 


